
　はちきんとは、「男勝りの女性」を指す土佐弁です。
　話し方や行動などがはっきりしており元気がよくて、サバサバして
いて太陽みたいに笑顔がある、気のいい性格です。負けん気が強いが、
後ろを振り返ることなく前進し続けるといった頑固さや行動力あふれ
る点で、土佐の男性と共通していると言われています。

たんぽぽ便りたんぽぽ便り

トーカイのご当地グルメ
トーカイ従業員おすすめ情報をピックアップ！高知

編

読者プレゼント
たんぽぽ便りに関する意見・ご感想などをお寄せいただいた
方の中から抽選で30名様にプレゼント。

　日本有数の清流、四万十川が町を流れる高知県四万十町に四万十郷水車亭さんは
あります。今回、ご紹介する「塩けんぴ」は、水車亭さん一番人気商品で平成17年秋に
誕生しました。
　芋けんぴの風味やおいしさをそのまま生かしながら試行錯誤の連続が５年程続
き、ついに誕生したのが「塩けんぴ」です。
　スイカにお塩をふったり、ぜんざいに昆布を添えたりして甘みを深くする、甘さの
幅を広げて食する方法は、日本人の知恵として昔から伝わっています。
　大地の恵みのさつま芋、海の恵みの塩の融合。日本初で高知発信。カリッとサクッ
と、お塩のきいた甘から味。「一度食べだしたら止まら
んなるぜよ(土佐弁)」そんな「塩けんぴ」是非、ご賞味く
ださい。
 HP：http://www.nangokuseika.com/

「はちきん」とは、

株式会社南国製菓 四万十郷 水車亭『塩けんぴ』 
〒786-0007 高知県高岡郡四万十町古市町9-30　TEL:0880-22-3456 （代）
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30名様

　豆まきは、邪気を追い払う為に、節分には古くからの行事として執

り行われています。始まりは、宇多天皇の時代（平安時代）に鞍馬山の

鬼が京の都を荒らすのを防ぐために祈祷し、鬼の穴を封じて、三石三

升の炒り豆（大豆）で鬼の目を打ちつぶし、災厄を逃れたという故事伝

説と言われています。

　豆は、「穀物には生命力と魔除けの呪力が備わっている」という信

仰、または語呂合わせで「魔目（豆・まめ）」を鬼の目に投げつけて鬼を

滅する「魔滅」に通じ、鬼に豆をぶつけることにより、邪気を追い払い、

一年の無病息災を願うという意味合いがあります。

　一般的な行事としては「福は内、鬼は外」と声を出しながら福豆（炒

り大豆）をまいて、年齢の数だけ（もしくは1つ多く）豆を食べる厄除け

を行います。

　また、戸口に鰯の頭を刺した柊を取り付けて生臭さを嫌う鬼(厄)を

近づけないようにする風習があります。

　これらは、地方や神社などによって

多少異なっています。

　恵方巻きとは、太巻き（巻き寿司）を節分の夜にその年の恵方に向

かって無言で、願い事を思い浮かべながら太巻きを丸かじり（丸かぶ

り）するのが習わしとされています。

　恵方巻の『恵方』とは、陰陽道でその年の干支によって定められた最

も良いとされる方角で、その方向に歳徳神（その年の福徳を司る神）が

いるとされています。2015年の恵方は西南西です。

　この太巻きを切らずにまるかじりするのは、「縁を切らない」という

意味が込められています。また、「笑いながら食べる」という人もいた

り、太巻きではなく「中細巻」や「手巻き寿司」を食べる風習の地域もあ

ります。 

『左から 矢野（文）、矢野（佐）、河野、田内』

※詳しくは裏面をご覧ください。

　高知営業所には、毒ヘビの「ヤマカガシ」も恐れる「はちきんガール
ズ」がいます。日夜、飲んでも飲まれてしまう営業所の男性社員をし
り目に、4倍の仕事をこなしています。ぜひ皆さんも「はちきんガー
ルズ」を見に、いや、おいしいものを食べに高知に来てください。

節分の日に、豆まきをして、
恵方巻を食べて、幸せになりましょう!!

高知営業所 はちきんガールズ おすすめ

こんにちはトーカイです
　あけましておめでとうございます。
　旧年中は格別のご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。皆様方のご健康並びにご繁栄を心からお祈り申し上げます。　本年も社員一同、より一層努力をいたし、皆様にご満足いただけるサービスに努めてまいる所存でございます。　本年もよろしくお願い申し上げます。
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申し上げます。
皆様にごに様 ご満足
ざ ま存でごござございますざ すざいでごござざいます。。す。。ますざい

2015年
1月号

2月3日は
節分の日

2015年の恵方は
西南西

しまんとむら      　 みずぐるまや

豆まきは無病息災を祈願する行事 恵方巻きは歳徳神と縁があるように

　節分とは、四季の分かれ目に行われていた各季節の始まりの日（立春・立夏・立秋・立冬）の前日のことです。
「季節を分ける」ことを意味しています。四回の節分の内、立春前日の節分のみが現在も年中行事の一つとして残ってい
るのは、古くは立春が正月であったことで年の変わり目に当たっていたことによります。
　今年も、ぜひ節分の日に豆まきをして、恵方巻を食べて、幸せになりましょう。
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ご応募の受付は終了しました
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